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新年あけましておめでとうございます。昨年は2025
年１月１日現勢を4,000人支部で迎えるため、多くの仲
間が組織実増に奮闘し、長年の目標であった4,000人支
部を実現することができました。また、仲間との交流を
深める取り組みについても、秋の中間決起集会では、組
合活動へ初めて参加する仲間も散見され、組合の魅力を
多くの仲間へ伝えることができました。あらためて皆様
へ感謝を申し上げます。私たち建設職人の地位向上のた
めには、一人でも多くの仲間を組合へ結集し、共に活動
する仲間を増やすことが必要です。
新年にあたり、皆様のご奮闘と益々のご多幸を心より
お祈りし、組合活動へのご支援、ご協力を宜しくお願い
いたします。

仲間の総力を結集し、掴み取った4,000人！仲間の総力を結集し、掴み取った4,000人！

11月24日　どけんフェスタ　来場者2,000人以上

多摩西部支部多摩西部支部
公式SNS公式SNS

１月26日　新年旗開き　ホテルエミシア東京　152人参加

５月30日　拡大出陣式　支部・全分会目標達成

10月30日　秋の拡大打ち上げ式　支部・全分会目標達成

10月6日　秋の中間決起集会　タチヒビーチ　580人参加10月6日　秋の中間決起集会　タチヒビーチ　580人参加

12月６日　執行委員会　安定した4,000人支部実現に向け意思統一
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今年の分会活動は、横須賀・猿島バスレクでは、
分会から33人の参加者があり、小雨が降っていたも
のの、日程を滞りなく進めることができました。昼
食では、評判の海鮮 BBQに舌鼓を打ち「今度は家
族を連れていきたい」という声も聞くことが出来ま
した。タチヒビーチ BBQでは指定数を超えて、62
人の参加者を募ることが出来ました。当日は、未加
入者に BBQを楽しんでもらいながら組合の良さを
伝えることが出来ました。２つのイベントを上手く
活用し、拡大をすることが出来たのでとても有意義
な１年でした。多摩西部として、4000人という目標
を達成することが出来て大変喜ばしく思っています。
来年は、分会として、300人分会達成のために若
手育成に力を入れて頑張っていきたいです。グラン
ドスラム達成に関してですが、当然の結果です！

今年の分会活動も楽しく出来ました。住宅デーで
は大勢参加していただき盛り上がりました。来年は
近所の方々にもっと来ていただけるように頑張りた
いです。レクは去年より今年の方が大勢参加して頂
き楽しかったです。また、様々な活動に若いメンバ
ーが多く参加してもらったので嬉しかったです。拡
大活動において人数が集まらないと辛いこともあり
ましたが、拡大活動でこれだけ仲のいい分会はない
と思います。来年は、国立分会として、10%プラス
を目標に160人分会を目指したいです。また、滞納
者を減らしたいです。国立分会をなくさないように
頑張ります。
グランドスラム達成ですが、Ｗ書記さんのおかげ
で達成できました。報償金をもらうことが出来たの
で、来年の活動の励みにしたいです。

今年の分会レクも予算内で楽しく行いました。拡
大に関しては苦戦していますが、徐々に協力してく
れる人も増え、若手への交代に少しずつつなげてい
ます。今年のイベントはたくさん新しい人が参加し
てくれて嬉しかったです。2025年の抱負としては、
後継者育成に力を入れたいと思っています。

バスレクを毎年行うようになってきてから、分会
の組合員さんから、とても楽しみにしていると言わ
れるようになりました。分会総会でバスレクの話を
して多くの人に参加してもらえるよう声掛けをして
います。来年は分会の役員が足りていない状況を打
破するために、まずは昭島中央分会との距離を縮め
てもらえるよう支部・分会のイベントに積極的に誘
います！同じ世代同士の仲間を作り、輪を広げてい
きます！

今年の分会活動は、拡大のグランドスラム達成へ
むけて、分会の仲間が拡大やレクの声掛けなど頑張
ってくれました。若い人もたくさんイベントに参加
してくれるようになりました。来年は、新しい分会
役員の発掘と若いメンバーの育成に力を入れていき
たいです。グランドスラム達成できたので、達成褒
賞を分会のみんなのために役立てていきたいと思い
ます。

2025年の抱負　分会インタビュー2025年の抱負　分会インタビュー
けやき分会けやき分会

砂川分会砂川分会

昭島中央分会昭島中央分会

富士見分会富士見分会

国立分会国立分会
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今年は拡大に関しては、最初は行動に出席してく
れる人が少なくてどうなることかと心配でしたが、
群会議確立に向けての会議の後から徐々に増え、中
だるみはありましたが、無事達成することが出来ま
した。企業群の協力もありました。拡大行動日には
多くの人の参加が必要ですが、参加するのに、もっ
と楽しく気楽に、出席しやすいことがあればと思い
ます。群会議に関しても、振込みを少なくして、参
加してくれる人が増えてくれれば良いと思います。
来年は、分会長と後継者対策部長の年齢制限があ
るため、若返るはずです。また、執行委員待遇の人
も若い人を選ばないといけないので、分会の人数は
200人になれば良いと思います。
組合員１人ひとりが東京土建の組合員としての自
覚をもって、会議、分会レク、新忘年会があった時
には積極的に参加してもらいたいと思います。

本年は活動メンバーの体調不良等にも見舞われ、
大々的に動けた場面は多くありませんでしたが、そ
の時その時に動けるメンバーが年間通して地道に活
動を続けたことにより、何とか各節の目標を達成し
て一年を終えることができました。来年からは、や
る気にあふれた若手の活動家が新たに参加予定とな
ったため、全体的に一回り大きく活動できる分会を
目指していこうと思います。今回グランドスラムを
達成できたのは、ひとえに拝島分会の全活動家の協
力があってこそ。来年も気を新たに協力して励みま
す！

今年の分会レクは新しい仲間がたくさん参加して
もらい活気ある分会レクになり良かったと思いまし
た。拡大も、グランドスラムは無理だったものの、
ほぼ達成することが出来ました。来年は、今年出会
った新しい仲間をもっと分会活動に参加してもらえ
るように頑張りたいです。できれば後継になっても
らえれば…

今年の分会レクでは、初参加者や小さな子供を持
つファミリーに参加しやすい内容で設営をして、普
段活動に参加していない既存の組合員や新加入者２
人がファミリーで参加をいただき例年を上回る参加
人数で新鮮な雰囲気の中楽しく開催して今後の玉川
分会メンバーの伸展となる交流の場となりました。
近年分会役員が若返ってきて今まで分会を牽引し
てきた先輩と共に分会の運営をおこなっています。
引き続き先輩役員さんにはアドバイスいただきなが
ら新たな役員へバトンタッチして未来へ引き継げる
ような分会を目指していきます。年初には、分会セ
ンター移転があり新天地で玉川分会は新たなスター
トをいたします。

高松分会は執行委員会の後、今年行った分会活動
について四役に話を聞きました。分会レクリエーシ
ョンは６月にさくらんぼ狩り、９月に梨狩りに行っ
たのですが、参加者が少なかったことが今後の課題
とのことでした。拡大は四役の頑張りで達成できま
した。群会議は現場が遠かったり帰りがばらばらで
なかなか皆が一堂に揃うことができなかったのです
が、決まったことは組合員に伝えることが出来てい
ると思います。来年のレクリエーションは若手が集
まってくれるように子供と遊べるようなことを考え
るとのことでした。新年会を今年もやることになり
ました。

高松分会高松分会

拝島分会拝島分会

玉川分会玉川分会

拝東一分会拝東一分会

立川南分会立川南分会
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	 	 相談日	 分会名
	2月	 ３日㈪	 昭島中央	
	 	 ４日㈫、５日㈬	 玉　川
	 	 ６日㈭、18日㈫	 青　色
	 	 12日㈬、13日㈭	 拝東一
	 	 14日㈮、17日㈪	 拝　島
	 	 20日㈭、21日㈮	 事業所・直属
	 	 25日㈫、26日㈬	 砂　川
	 	 27日㈭、28日㈮	 けやき
	3月	 ３日㈪、４日㈫	 高　松
	 	 ５日㈬	 国　立
	 	 ６日㈭	 立川南
	 	 10日㈪、11日㈫	 富士見

《相談日にお持ちいただくもの》
①	確定申告書・通知書
②	各種控除証明書
③	収入や経費のわかる資料
④	所得計算書
※	わかる範囲で記入して下さい。
　お持ちでなければ③で対応。

⑤	過去３年分の申告書控え
※	初めてご相談の方は手元にあるだけ
お持ち下さい。

日程変更は支部へ電話を

税金相談会日程

※支部事務所の駐車場台数には限りがあります。
　相談日当日は公共機関のご利用をお願いします。

重税反対統一行動（集団申告の予定）
と　き：３月１3日㈭ 午前９時15分集合
ところ：立川緑町北公園（集会・デモは
　　　　開催予定です）

申告学習会申告学習会
【日　時】
●	立川・国立・武蔵村
山市など在住の方
	 1月22日㈬
●	昭島・八王子・福生
市など在住の方
	 1月23日㈭
【開　始】
	 午後7時30分
【ところ】
	 支部事務所３階
※	確定申告の基本や帳簿の記帳
の仕方、インボイスの対応に
ついて学習していきます。

新たに独立した方は
特にご参加を！ 税金相談を受ける方は、売上や経費

がわかるものを必ず持参するように
お願いします。
持参しない方については対応ができ
ませんのでご了承ください。

立川市では、毎年同一業種に30年以上従事し、55
歳以上の人でその優れた技術で市民生活に貢献した
方を褒賞しています。
小林さんは、群馬県で出生され、22歳で立川市へ
移住されました。移住後に義理のお兄さんから空調
の仕事を勧められたことがきっかけでした。お仕事
は学校が主な現場でボウリング場（立川スターレー
ンも小林さんが施工されました）なども施工された
とのことです。
仕事を通して多くの仲間と仲を深められたこと
や、上棟式や仕事が無事に終わった後の一杯が本当
に美味しかったと語っておられました。
お客様に喜んでいただくためにゆっくりでも丁寧
に仕事を収め、施主様や監督に「そういうやり方が
あったんだ」と褒められたことも今にして思えば、
良い思い出です。と話してくださいました。

昭島市では長年にわたって同じ職業に従事し、技
能・技術に優れ、後進の指導・育成と市民生活の向
上に貢献されてきたかたを技能功労者として表彰し
ています。
保坂さんは、地元山梨から移住し、親方の下で修
業を積まれました。19歳のころ、釘が目に刺さる事
故があり、著しく視力が低下してしまいましたが、
木を削ることではだれにも負けないという自負の
元、細かい作業を誠実に行っておられました。また、
周りからの信頼を失わないよう、作業後の現場は、
いつもきれいな状態にしておくことにこだわりを持
ち、職人の技を活かして、長きにわたり地元を支え
られてきました。

高松分会　14群　小林　　渡 さん

拝島分会　1群　保坂　武己 さん

保坂武己さん（左）、臼井市長（右）

小林渡さん（左）、酒井市長（右）

立川市技能功労者褒賞

昭島市技能功労者表彰


